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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次式Ｉ：
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【化１】

で表される化合物および次式ＩＩ：
【化２】

で表される化合物からなり、前記式Ｉで表される化合物の重量部あたり前記式ＩＩで表さ
れる化合物を０．２ないし５重量部含有する安定剤混合物：
（式中、
ｎは１を表し、
Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ’2 およびＲ2 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし４のアルコキ
シ基または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ3 およびＲ4 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数
２ないし６のアルケニル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基、Ｃｌ、Ｆ、フェニ
ル基またはフェノキシ基を表し、
Ｒ6 は水素原子、炭素原子数１ないし２４のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基または炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し、
Ｒ7 およびＲ’7 は水素原子；炭素原子数１ないし１８のアルキル基、ＯＨ、炭素原子数
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１ないし１８のアルコキシ基、－ＣＯＯＲ8 、－ＣＯＮ（Ｒ9 ）（Ｒ10）、フェノキシ基
および／または－ＯＣＯＲ11により置換された炭素原子数１ないし１２のアルキル基；グ
リシジル基またはベンジル基を表すか、またはＲ7は次式：－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i 

－Ｒ18または－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18（
式中、ｉは２ないし１２の範囲の数を表す）で表される基を表し、
Ｒ8 は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３ないし１２のアルケニル基；
Ｏにより中断され、および／またはＯＨにより置換された炭素原子数６ないし２０のアル
キル基を表すか、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2 により置換された炭素原子数１ないし４
のアルキル基を表し、
Ｒ9 およびＲ10は炭素原子数４ないし８のアルキル基を表し、
Ｒ11は炭素原子数１ないし８のアルキル基または炭素原子数２もしくは３のアルケニル基
を表すか、または－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されていてもよい炭素原
子数３ないし２０のアルキル基を表し、
Ｒ14は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ15は水素原子を表し、そして
Ｒ18はＨ、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基または炭素原子数７ないし
１０のアルキルフェニル基を表す。）。
【請求項２】
Ａ）光、酸素および／または熱による損傷に感受性である有機材料、および
Ｂ）安定剤として、請求項１記載の式Ｉで表される化合物および式ＩＩで表される化合物
からなる混合物を、前記成分Ａ１００重量部あたり前記成分Ｂ０．０１ないし１５重量部
にて含有する光、酸素および／または熱による損傷から有機材料を安定化するための組成
物。
【請求項３】
有機材料に安定剤として請求項１記載の式Ｉで表される化合物および式ＩＩで表される化
合物からなる混合物を添加することからなる光、酸素および／または熱による損傷から有
機材料を安定化する方法。
【請求項４】
光、酸素および／または熱による損傷から有機材料を安定化するために請求項１記載の式
Ｉで表される化合物および式ＩＩで表される化合物からなる混合物を使用する方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はモノ－およびビスレゾルシニルトリアジンからなる新規安定剤混合物、該混合物
により、光、熱および酸素による損傷に対して安定化された有機材料、および有機材料の
ための安定剤としての上記混合物の対応する使用方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
有機材料、特にコーティング（塗料）の光安定性を高めることが望まれる場合、光安定剤
が通常添加される。非常に頻繁に使用される一連の光安定剤は、発色団を介して有害な放
射線を吸収することにより材料を保護するＵＶ吸収剤からなる。ＵＶ吸収剤の重要な一群
は、特にＥＰ－Ａ－４３４６０８号、ＥＰ－Ａ－５２０９３８号、ＵＳ－Ａ－４６１９９
５６号、ＥＰ－Ａ－４８３４８８号、ＥＰ－Ａ－５００４９６号、ＥＰ－Ａ－５０２８１
６号およびＥＰ－Ａ－５０６６１５号に記載されているようなトリフェニルトリアジンで
ある。この群からのいくつかのビスレゾルシニル誘導体は例えばＣＨ－Ａ－４８００９０
号、ＣＨ－Ａ－４８４６９５号、ＵＳ－Ａ－３２４９６０８号、ＵＳ－Ａ－３２４４７０
８号、ＵＳ－Ａ－３８４３３７１号、ＵＳ－Ａ－４８２６９７８号、ＥＰ－Ａ－４３４６
０８号、ＥＰ－Ａ－５２０９３８号、ＧＢ－Ａ－２２７３４９８号およびＷＯ－Ａ－９４
／１８２７８号において言及されている。
【０００３】
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トリフェニルトリアジンおよびｏ－ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾールタイプのＵＶ
吸収剤からなる安定剤混合物もまた既に提案されている（ＥＰ－Ａ－４５３３９６号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明はモノ－およびビスレゾルシニルトリアジンからなる新規安定剤混合物、該混合物
により、光、熱および酸素による損傷に対して安定化された有機材料、および有機材料の
ための安定剤としての上記混合物の使用方法の提供を課題とするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
驚くべきことにトリフェニルトリアジン類からの２種類の異なるタイプの安定剤を含有す
る混合物が特に良好な安定剤特性を有することが今見出された。
【０００６】
それ故に、本発明は、次式Ｉ：
【化５】

で表される化合物および次式ＩＩ：
【化６】

で表される化合物からなる混合物：
〔式中、ｎは１または２を表し、
Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ2 およびＲ’2 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキ
ル基；炭素原子数２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基；
炭素原子数２ないし１８のアルケノキシ基；ハロゲン原子；トリフルオロメチル基；炭素
原子数７ないし１１のフェニルアルキル基；フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアル
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キル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換されたフ
ェニル基；フェノキシ基；または炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１な
いし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換されたフェノキシ基を表し、
Ｒ3 およびＲ4 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数
２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基；炭素原子数５ない
し１２のシクロアルコキシ基；炭素原子数２ないし１８のアルケノキシ基；ハロゲン原子
；トリフルオロメチル基；炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基；フェニル基；
炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハ
ロゲン原子により置換されたフェニル基；フェノキシ基；または炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換さ
れたフェノキシ基を表し、
Ｒ6 は水素原子、炭素原子数１ないし２４のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基または炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し、
ｎ＝１である場合のＲ7 、およびＲ’7 は互いに独立して水素原子または炭素原子数１な
いし１８のアルキル基を表すか、またはＯＨ、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、
アリルオキシ基、ハロゲン原子、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ8 、－ＣＯＮＨ2 、－ＣＯＮＨ
Ｒ9 、－ＣＯＮ（Ｒ9 ）（Ｒ10）、－ＮＨ2 、－ＮＨＲ9 、－Ｎ（Ｒ9 ）（Ｒ10）、－Ｎ
ＨＣＯＲ11、－ＣＮ、－ＯＣＯＲ11、フェノキシ基および／または炭素原子数１ないし１
８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換
されたフェノキシ基により置換された炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表すか、ま
たはＲ7 は－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されていてもよい炭素原子数３
ないし５０のアルキル基を表すか、またはＲ7 は炭素原子数３ないし６のアルケニル基；
グリシジル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；ＯＨ、炭素原子数１ないし
４のアルキル基または－ＯＣＯＲ11により置換されたシクロヘキシル基；非置換またはＯ
Ｈ、ＣｌもしくはＣＨ3 により置換された炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基
；－ＣＯ－Ｒ12または－ＳＯ2 －Ｒ13を表し、
ｎ＝２である場合のＲ7 は炭素原子数２ないし１６のアルキレン基、炭素原子数４ないし
１２のアルケニレン基、キシリレン基、Ｏにより中断され、および／またはＯＨにより置
換された炭素原子数３ないし２０のアルキレン基を表すか、または次式：－ＣＨ2 ＣＨ（
ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｒ20－ＯＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 －、－ＣＯ－Ｒ21－ＣＯ－、－ＣＯ
－ＮＨ－Ｒ22－ＮＨ－ＣＯ－または－（ＣＨ2 ）m －ＣＯＯ－Ｒ23－ＯＯＣ－（ＣＨ2 ）

m －（式中、ｍは１ないし３の範囲の数を表す）で表される基を表すか、または次式：
【化７】

で表される基を表し、
Ｒ8 は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
Ｏ、ＮＨ、ＮＲ9 またはＳにより中断され、および／またはＯＨにより置換された炭素原
子数３ないし５０のアルキル基；－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2 、－Ｎ（Ｒ9 ）（Ｒ10）または
－ＯＣＯＲ11および／またはＯＨにより置換された炭素原子数１ないし４のアルキル基；
グリシジル基；シクロヘキシル基；フェニル基；炭素原子数７ないし１４のアルキルフェ
ニル基または炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基を表し、
Ｒ9 およびＲ10は互いに独立して炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３な
いし１２のアルコキシアルキル基；炭素原子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル
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基または炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基を表すか、またはＲ9 およびＲ10は
一緒になって炭素原子数３ないし９のアルキレン基または－オキサアルキレン基または－
アザアルキレン基を表し；
Ｒ11は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基ま
たはフェニル基を表すか、または－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されてい
てもよい炭素原子数３ないし５０のアルキル基を表し、
Ｒ12は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；炭素原子数３ないし１８のアルケ
ニルオキシ基；Ｏ、ＮＨ、ＮＲ9 またはＳにより中断され、および／またはＯＨにより置
換された炭素原子数３ないし５０のアルコキシ基；シクロヘキシルオキシ基；炭素原子数
７ないし１４のアルキルフェノキシ基；炭素原子数７ないし１１のフェニルアルコキシ基
；フェノキシ基；炭素原子数１ないし１２のアルキルアミノ基；フェニルアミノ基；トリ
ルアミノ基またはナフチルアミノ基を表し、
Ｒ13は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；フェニル基；ナフチル基または炭素原子数
７ないし１４のアルキルフェニル基を表し、
Ｒ14は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、メチルフェニル基またはフェニル基を表し
、
Ｒ20は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基；Ｏ、フェニレン基または次式：－フェニ
レン－Ｘ－フェニレン－（式中、Ｘは－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ2 －、－ＣＨ2 －または－
Ｃ（ＣＨ3 ）2 －を表す）で表される基により中断された炭素原子数４ないし５０のアル
キレン基を表すか、またはフェニレン基もしくは上記－フェニレン－Ｘ－フェニレン－基
を表し、
Ｒ21は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数２ないし１０のオキサアルキ
レン基、炭素原子数２ないし１０のチアアルキレン基、炭素原子数６ないし１２のアリー
レン基または炭素原子数２ないし６のアルケニレン基を表し、
Ｒ22は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、フェニレン基、トリレン基、ジフェニレ
ンメタン基または次式：
【化８】

で表される基を表し、そして
Ｒ23は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基またはＯにより中断された炭素原子数４な
いし２０のアルキレン基を表す〕に関する。
【０００７】
特に工業的に興味深いのは、上記式ＩおよびＩＩ中、トリアジニル環に対してｐ位にある
ヒドロキシ基がエーテル化またはエステル化されている化合物、すなわち基Ｒ7 が水素原
子でない化合物の混合物である。
【０００８】
ハロゲン置換基は－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒまたは－Ｉ、好ましくは－Ｆまたは－Ｃｌ、特に
－Ｃｌである。
【０００９】
アルキルフェニル基はアルキル基で置換されたフェニル基であり、炭素原子数７ないし１
４のアルキルフェニル基は例えばメチルフェニル（トリル）基、ジメチルフェニル（キシ
リル）基、トリメチルフェニル（メシチル）基、エチルフェニル基、プロピルフェニル基
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、ブチルフェニル基、ジブチルフェニル基、ペンチルフェニル基、ヘキシルフェニル基、
ヘプチルフェニル基およびオクチルフェニル基を包含する。
【００１０】
フェニルアルキル基はフェニル基で置換されたアルキル基であり、炭素原子数７ないし１
１のフェニルアルキル基は例えばベンジル基、α－メチルベンジル基、α，α－ジメチル
ベンジル基、フェニルエチル基、フェニルプロピル基、フェニルブチル基およびフェニル
ペンチル基を包含する。
グリシジル基は２，３－エポキシプロピル基である。
【００１１】
Ｏ、ＮＨ、ＮＲ9 またはＳにより中断され、そしてＯＨにより置換されていてもよいアル
キル基は、酸素原子、窒素原子および硫黄原子は互いに隣接して存在し得ないけれども、
一般に上記異原子を１個またはそれ以上含有し得る。一般に、アルキル鎖中の異原子およ
びヒドロキシ基は近接しない。アルキル鎖中の炭素原子は好ましくは最大１個の酸素原子
、窒素原子または硫黄原子に結合されている。
【００１２】
アルキル基Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ’2 、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 、Ｒ7 、Ｒ’7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10

、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13およびＲ14は上記の定義内にある分岐または非分岐アルキル基、例え
ばメチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イ
ソブチル基、第三ブチル基、２－エチルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１
－メチルペンチル基、１，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル
基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メ
チルヘプチル基、３－メチルヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，
１，３－トリメチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、
デシル基、ウンデシル基、１－メチルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，
５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサ
デシル基、ヘプタデシル基またはオクタデシル基である。アルキル基Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ’

2 、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13およびＲ14は好ましくは短
鎖、例えば炭素原子数１ないし８のアルキル基、特に炭素原子数１ないし４のアルキル基
（例，メチル基またはブチル基）である。
【００１３】
Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ’2 、Ｒ2 、Ｒ3 およびＲ4 は互いに独立して水素原子、メチル基、メ
トキシ基、エチル基またはイソプロピル基、特に水素原子またはメチル基であることが特
に好ましい。
【００１４】
炭素原子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル基Ｒ9 またはＲ10は、ジアルキルア
ミノ基により置換されたアルキル基であり、全体の基は炭素原子を４ないし１６個含有す
る。それらの例は（ＣＨ3 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ2 Ｈ5 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －
；（Ｃ3 Ｈ7 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ4 Ｈ9 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ5 Ｈ11

）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ6 Ｈ13）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －；（ＣＨ3 ）2 Ｎ－ＣＨ2 

ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ2 Ｈ5 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ3 Ｈ7 ）2 Ｎ－ＣＨ2 

ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ4 Ｈ9 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －；（Ｃ5 Ｈ11）2 Ｎ－ＣＨ2 

ＣＨ2 ＣＨ2 －および（Ｃ6 Ｈ13）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －である。
【００１５】
Ｒ9 およびＲ10が一緒になった炭素原子数３ないし９のアルキレンまたは－オキサアルキ
レンまたは－アザアルキレン基は、それらが結合されている窒素原子と一緒になっている
、一般に、炭素原子を３ないし９個含有し、そして別の窒素原子または酸素原子を含んで
いてもよい５ないし９員環であるが、直接隣接する窒素原子および／または酸素原子（ヒ
ドラジン、オキシルアミンまたは過酸化物タイプの構造）は除外される。それらの例はピ
ロリジノ基、ピペリジノ基、ピペラジノ基およびモルホリノ基を包含する。
【００１６】
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新規混合物はしばしば、式ＩおよびＩＩ中、上記定義内の同一名称の基が異なる化合物か
らなる。例えば、新規混合物は、例として式Ｉ中、Ｒ1 、Ｒ2 、Ｒ3 およびＲ4 が水素原
子を表す化合物と、式ＩＩ中、Ｒ1 およびＲ3 がメチル基を表す化合物との混合物であっ
てよい。特に工業的に興味深いのは、式ＩおよびＩＩ中、同一名称を有する基が同一の意
味を有する化合物の混合物である。
【００１７】
新規混合物に使用するための特に興味深いものは同様に、式Ｉ中Ｒ1 およびＲ2 が同一で
あり、そしてＲ3 およびＲ4 が同様に同一であり、そしてＲ’1 およびＲ’2 も同様に同
一である化合物であり、特にＲ1 ないしＲ4 がメチル基であり、そしてＲ’1 およびＲ’

2 が水素原子またはメチル基であるものである。ｎは好ましくは１である。
【００１８】
非置換または置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基Ｒ7 およびＲ’7 は
例えばシクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、シ
クロドデシル基、メチルシクロヘキシル基またはアセトキシシクロヘキシル基、好ましく
はシクロヘキシル基またはシクロドデシル基である。
【００１９】
アルキル基がその他の置換基を有するか、または個々の基がアルキレン基であるならば、
遊離価および置換基に対する結合は同一または異なる炭素原子から生じ得る。異原子への
結合は好ましくは異なる炭素原子から生じる。
【００２０】
従って、置換された炭素原子数１ないし１２のアルキル基Ｒ7 およびＲ’7 は、例えばヒ
ドロキシアルキル基、例として２－ヒドロキシエチル基、３－ヒドロキシプロピル基また
は２－ヒドロキシプロピル基；アルコキシヒドロキシアルキル基、例として２－ヒドロキ
シ－３－メトキシプロピル基、２－ヒドロキシ－３－エトキシプロピル基、２－ヒドロキ
シ－３－ブトキシプロピル基、２－ヒドロキシ－３－ヘキシルオキシプロピル基または２
－ヒドロキシ－３－（２－エチルヘキシルオキシ）プロピル基；アルコキシカルボニルア
ルキル基、例としてメトキシカルボニルメチル基、エトキシカルボニルメチル基、ブトキ
シカルボニルメチル基、オクチルオキシカルボニルメチル基、１－オクチルオキシカルボ
ニル－１－メチルメチル基、１－オクチルオキシカルボニル－１－エチルメチル基または
１－オクチルオキシカルボニル－１－ヘキシルメチル基；またはアルカノイルオキシアル
キル基またはアルケノイルオキシアルキル基、例として２－（アセトキシ）エチル基、２
－アクリルオキシエチル基または２－メタクリルオキシエチル基；または例えば３－アク
リルオキシ－または３－メタクリルオキシ－２－ヒドロキシプロピル基を包含する。
【００２１】
ＯＨ、アルコキシ基、フェノキシ基、－ＣＯＯＲ8 および／または－ＯＣＯＲ11により置
換されたアルキル基としてのＲ7 およびＲ’7 は、例えば次式：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）Ｃ
Ｈ2 Ｏ－Ｒ19（式中、Ｒ19はアルキル基に対して上で定義した意味を表すか、または例え
ばフェニル基、アセチル基、プロピオニル基、アクリロイル基またはメタクリロイル基を
表し得る）で表される基またはアルコキシカルボニルアルキル基を包含し得る。そのよう
な基の記載され得る例は以下のものである：
【化９】
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【００２２】
Ｏにより中断され、そしてＯＨにより置換されていてもよいアルキル基としてのＲ7 、Ｒ
’7 、Ｒ8 およびＲ11は１個またはそれ以上のＯにより中断され、そして１個またはそれ
以上のＯＨにより置換されていてもよい。これらの基は好ましくは１個より多いＯ、例え
ば２－１２個の酸素原子により中断され、そして好ましくは非置換または１－２個のＯＨ
により置換されている。この定義において、Ｒ8 およびＲ11は好ましくは次式：－（ＣＨ

2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18で表される基を表し、そしてＲ7 およびＲ’7 は好ましくは次
式：－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18または－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（
ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18で表される基の一つを表す。上記式中、ｉは１ないし１６
、特に２ないし１２、とりわけ４ないし１０の範囲の数を表し、Ｒ15はＨまたはメチル基
を表し、そしてＲ18はＨ、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基または炭素
原子数７ないし１０のアルキルフェニル基を表す。そのような基の典型例は、例えば４－
１０個のエチレンオキシド単位を有し、鎖末端に遊離ヒドロキシ基を有するか、またはア
ルキル基により飽和されている。
【００２３】
Ｒ6 は好ましくは水素原子または５位（ＯＨに対してｐ位でＯＲ7 に対してｏ位）にある
基を表す。Ｒ6 が水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基または炭素原子数７な
いし１５のフェニルアルキル基、特に水素原子を表す化合物が特に重要である。
【００２４】
上記定義内のアルケニル基Ｒ1 、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 、Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ11およびＲ12はアリ
ル基、イソプロペニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－ペン
タ－２，４－ジエニル基、３－メチルブテ－２－エニル基、ｎ－オクテ－２－エニル基、
ｎ－ドデセ－２－エニル基、イソドデセニル基、ｎ－オクタデセ－２－エニル基およびｎ
－オクタデセ－４－エニル基を包含する。Ｒ7 、Ｒ11およびＲ12はまた例えばビニル基で
あってよい。アルケニル基Ｒ11およびＲ12は特に好ましくは－ＣＨ＝ＣＨ2 または－Ｃ（
ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 である。
【００２５】
アリール基は一般に芳香族炭化水素基、例えばフェニル基、ビフェニル基またはナフチル
基である。アルアルキル基は一般にアリール基で置換されたアルキル基を意味する。従っ
て、炭素原子数７ないし１２のアルアルキル基は、例えばベンジル基、フェニルエチル基
、フェニルプロピル基、フェニルブチル基、フェニルペンチル基およびフェニルヘキシル
基、好ましくはベンジル基およびα－メチルベンジル基を包含する。アルキルアリール基
はアルキル基で置換されたアリール基であり、炭素原子数７ないし１８のアルキルアリー
ル基はメチルフェニル（トリル）基、ジメチルフェニル（キシリル）基、トリメチルフェ
ニル基、テトラメチルフェニル基、ペンタメチルフェニル基、エチルフェニル基、プロピ
ルフェニル基（例えばクミル基）、ブチルフェニル基（例えば第三ブチルフェニル基）、
メチルブチルフェニル基、ジブチルフェニル基、ペンチルフェニル基、ヘキシルフェニル
基、ジヘキシルフェニル基、ヘプチルフェニル基、オクチルフェニル基、ノニルフェニル
基、デシルフェニル基、ウンデシルフェニル基、ドデシルフェニル基、メチルナフチル基
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、ジメチルナフチル基、エチルナフチル基、プロピルナフチル基、ブチルナフチル基、ペ
ンチルナフチル基、ヘキシルナフチル基、ヘプチルナフチル基およびオクチルナフチル基
を包含し、これらの中で、トリル基、キシリル基、プロピルフェニル基およびブチルフェ
ニル基が例えば特に重要である。
【００２６】
本発明は、例えば次式Ｉ’：
【化１０】

で表される化合物および次式ＩＩ’：
【化１１】

で表される化合物からなる混合物：
〔式中、
Ｒ1 およびＲ2 およびＲ’2 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキル基
；炭素原子数２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基；炭素
原子数２ないし１８のアルケノキシ基；ハロゲン原子；トリフルオロメチル基；炭素原子
数７ないし１１のフェニルアルキル基；フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルキル
基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換されたフェニ
ル基；フェノキシ基；または炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし
１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換されたフェノキシ基を表し、
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Ｒ3 およびＲ4 は互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数
２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基；炭素原子数２ない
し１８のアルケノキシ基；ハロゲン原子；トリフルオロメチル基；炭素原子数７ないし１
１のフェニルアルキル基；フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子
数１ないし１８のアルコキシ基またはハロゲン原子により置換されたフェニル基；フェノ
キシ基；または炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコ
キシ基またはハロゲン原子により置換されたフェノキシ基を表し、
Ｒ7 は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表すか、またはＯＨ、炭素
原子数１ないし１８のアルコキシ基、ハロゲン原子、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＯＲ8 、－ＣＯ
ＮＨ2 、－ＣＯＮＨＲ9 、－ＣＯＮ（Ｒ9 ）（Ｒ10）、－ＮＨ2 、－ＮＨＲ9 、－Ｎ（Ｒ

9 ）（Ｒ10）、－ＮＨＣＯＲ11、－ＣＮ、－ＯＣＯＲ11、フェノキシ基および／または炭
素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはハロ
ゲン原子により置換されたフェノキシ基により置換された炭素原子数１ないし１２のアル
キル基を表すか、またはＲ7 は－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されていて
もよい炭素原子数３ないし５０のアルキル基を表すか、またはＲ7 は炭素原子数３ないし
６のアルケニル基；グリシジル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；ＯＨ、
炭素原子数１ないし４のアルキル基または－ＯＣＯＲ11により置換されたシクロヘキシル
基；非置換またはＯＨ、ＣｌもしくはＣＨ3 により置換された炭素原子数７ないし１１の
フェニルアルキル基；－ＣＯ－Ｒ12または－ＳＯ2 －Ｒ13を表し、
Ｒ8 は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
Ｏ、ＮＨ、ＮＲ9 またはＳにより中断され、および／またはＯＨにより置換された炭素原
子数３ないし５０のアルキル基；－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2 、－Ｎ（Ｒ9 ）（Ｒ10）または
－ＯＣＯＲ11および／またはＯＨにより置換された炭素原子数１ないし４のアルキル基；
グリシジル基；シクロヘキシル基；フェニル基；炭素原子数７ないし１４のアルキルフェ
ニル基または炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基を表し、
Ｒ9 およびＲ10は互いに独立して炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３な
いし１２のアルコキシアルキル基；炭素原子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル
基または炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基を表すか、またはＲ9 およびＲ10は
一緒になって炭素原子数３ないし９のアルキレン基または－オキサアルキレン基または－
アザアルキレン基を表し；
Ｒ11は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基ま
たはフェニル基を表すか、または－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されてい
てもよい炭素原子数３ないし５０のアルキル基を表し、
Ｒ12は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；フェノキシ基；炭素原子数１ない
し１２のアルキルアミノ基；フェニルアミノ基；トリルアミノ基またはナフチルアミノ基
を表し、
Ｒ13は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；フェニル基；ナフチル基または炭素原子数
７ないし１４のアルキルフェニル基を表し、そして
Ｒ14は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、メチルフェニル基またはフェニル基を表す
〕に関する。
【００２７】
新規混合物は、式Ｉで表される化合物の重量部あたり式ＩＩで表される化合物を０．２な
いし５重量部、特に０．３ないし３重量部含有する。
【００２８】
式ＩおよびＩＩ中、
Ｒ1 、Ｒ’1 、Ｒ’2 およびＲ2 が互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし４のアルコキ
シ基または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ3 およびＲ4 が互いに独立してＨ、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数
２ないし６のアルケニル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基、Ｃｌ、Ｆ、フェニ
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ル基またはフェノキシ基を表し、
ｎ＝１である場合のＲ7 、およびＲ’7 が互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし
１８のアルキル基、アリル基、グリシジル基またはベンジル基を表すか、またはＯＨ、炭
素原子数１ないし１８のアルコキシ基、フェノキシ基、－ＣＯＯＲ8 、－ＣＯＮＨＲ9 、
－ＣＯＮ（Ｒ9 ）（Ｒ10）および／または－ＯＣＯＲ11により置換された炭素原子数１な
いし１２のアルキル基を表すか、またはＲ7 が次式：－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18

または－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18（式中、
ｉは１ないし１２の範囲の数を表す）で表される基を表し、
ｎ＝２である場合のＲ7 が炭素原子数２ないし１６のアルキレン基、炭素原子数４ないし
１２のアルケニレン基、キシリレン基、またはＯにより中断され、および／またはＯＨに
より置換された炭素原子数３ないし２０のアルキレン基を表し、
Ｒ8 が炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３ないし１８のアルケニル基；
Ｏにより中断され、および／またはＯＨにより置換された炭素原子数３ないし２０のアル
キル基を表すか、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2 により置換された炭素原子数１ないし４
のアルキル基を表し、
Ｒ9 およびＲ10が互いに独立して炭素原子数１ないし８のアルキル基またはシクロヘキシ
ル基を表すか、またはＲ9 およびＲ10が一緒になってペンタメチレン基または３－オキサ
ペンタメチレン基を表し、
Ｒ11が炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数２ないし５のアルケニル基または
フェニル基を表すか、または－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されていても
よい炭素原子数３ないし２０のアルキル基を表し、
Ｒ14が炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ15がＨまたはメチル基を表し、そして
Ｒ18がＨ、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基または炭素原子数７ないし
１０のアルキルフェニル基を表す化合物の混合物が好ましい。
【００２９】
式ＩおよびＩＩ中、
ｎが１を表し、
Ｒ7 およびＲ’7 が水素原子；炭素原子数１ないし１８のアルキル基、ＯＨ、炭素原子数
１ないし１８のアルコキシ基、－ＣＯＯＲ8 、－ＣＯＮ（Ｒ9 ）（Ｒ10）、フェノキシ基
および／または－ＯＣＯＲ11により置換された炭素原子数１ないし１２のアルキル基；グ
リシジル基またはベンジル基を表すか、またはＲ7 は次式：－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i 

－Ｒ18または－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨＲ15－Ｏ）i －Ｒ18（
式中、ｉは２ないし１２の範囲の数を表す）で表される基を表し、
Ｒ8 が炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３ないし１２のアルケニル基；
Ｏにより中断され、および／またはＯＨにより置換された炭素原子数６ないし２０のアル
キル基を表すか、または－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ14）2 により置換された炭素原子数１ないし４
のアルキル基を表し、
Ｒ9 およびＲ10が炭素原子数４ないし８のアルキル基を表し、
Ｒ11が炭素原子数１ないし８のアルキル基または炭素原子数２もしくは３のアルケニル基
を表すか、または－Ｏ－により中断され、そしてＯＨにより置換されていてもよい炭素原
子数３ないし２０のアルキル基を表し、
Ｒ14が炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ15が水素原子を表し、そして
Ｒ18がＨ、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基または炭素原子数７ないし
１０のアルキルフェニル基を表す化合物の混合物が特に好ましい。
【００３０】
それらの中で、式ＩおよびＩＩ中、
ｎが１を表し、
Ｒ1 およびＲ2 が互いに独立して水素原子、メチル基またはメトキシ基を表し、
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Ｒ’1 およびＲ’2 が互いに独立して水素原子またはメチル基を表し、
Ｒ3 およびＲ4 が互いに独立してＨ、Ｃｌ、炭素原子数１ないし４のアルキル基、アリル
基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基またはフェニル基を表し、
Ｒ6 が水素原子を表し、
Ｒ7 およびＲ’7 が炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはベンジル基を表すか、ま
たはＯＨ、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、フェノキシ基、－ＣＯＯＲ8 および
／または－ＯＣＯＲ11により置換された炭素原子数２ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ8 が炭素原子数１ないし８のアルキル基または炭素原子数３ないし８のアルケニル基を
表し、そして
Ｒ11が炭素原子数１ないし４のアルキル基または炭素原子数２もしくは３のアルケニル基
を表すものが特に好ましい。
【００３１】
特に強調される興味深い対象は、式ＩおよびＩＩ中、
ｎが１を表し、
Ｒ1 およびＲ2 が互いに独立して水素原子、メトキシ基またはメチル基を表し、
Ｒ’1 およびＲ’2 が水素原子を表し、
Ｒ3 およびＲ4 が互いに独立して水素原子、フェニル基、メトキシ基またはメチル基を表
し、
Ｒ6 が水素原子を表し、
Ｒ7 およびＲ’7 が互いに独立して炭素原子数１ないし１８のアルキル基、または次式：
－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｒ19で表される基を表し、そしてＲ19が炭素原子数１な
いし１８のアルキル基、フェニル基または炭素原子数３ないし５のアルケノイル基を表す
化合物の混合物である。
【００３２】
式ＩおよびＩＩで表される化合物の多くは公知であり、公知化合物の例は２－（２－ヒド
ロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチ
ルオキシフェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ
－３－ブトキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチル
オキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシプ
ロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－トリデシルオキシプロポキ
シ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
（式Ｉ）または２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロポキシフェニル）－６－（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン（式ＩＩ）を包含する。
【００３３】
式ＩおよびＩＩで表される化合物は、例えばＥＰ－Ａ－４３４６０８号またはハー．ブル
ネッチおよびセー．エー．リューティによる刊行物Helv. Chim. Acta 55, 1566 (1972)に
記載の方法の一つによるか、またはそれと同様にして、対応するフェノールへのハロトリ
アジンまたはハロピリミジンのフリーデル－クラフト付加により製造され得る。これは公
知方法によるその他の反応により続けられて、式ＩまたはＩＩ中Ｒ7 が水素原子ではない
化合物を得ることができる。そのような反応および方法は例えばＥＰ－Ａ－４３４６０８
号、第１５頁第１１行ないし第１７頁第１行に記載されている。
【００３４】
新規混合物はこの分野では公知の方法、例えば予備混合、ジョイント粉砕(joint grindin
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g)またはジョイント結晶化(joint crystallization) により式ＩおよびＩＩで表される個
々の化合物から製造され得る。式ＩおよびＩＩで表される化合物を安定化すべき基材に混
和することによる予備混合もまた可能である。個々の化合物の混和は同時にまたは連続的
に、例えばジョイント押出(joint extrusion) により行われ得る。ジョイント合成(joint
 synthesis) により、式ＩおよびＩＩで表される化合物の混合物を製造することも可能で
ある。
【００３５】
式ＩおよびＩＩで表される化合物の新規混合物は光、酸素または熱による損傷に対する有
機材料のための安定剤として使用され得る。新規コンパウンドは光安定剤（ＵＶ吸収剤）
として非常に好適である。
新規混合物の特別な利点は安定化された材料の屋外曝露および光作用に対するすぐれた安
定性、および混和された安定剤混合物のすぐれた光安定性を包含する。新規混合物の基材
へのすぐれた混和性（相溶性，compatibility ）もまた言及されるべきである。
【００３６】
安定化されるべき材料は、例えば油、脂肪、ワックス、化粧品または殺生物剤であってよ
い。ポリマー材料、例えばプラスチック、ゴム、塗料（ペイント）、写真材料または接着
剤中におけるそれらの使用が特に興味深い。この方法で安定化され得るポリマーおよびそ
の他の基材の例は以下のとおりである：
【００３７】
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテン－１、ポリ－４－メチルペンテン－１、ポリイソプレンまたはポリブ
タジエン、並びにシクロオレフィン例えばシクロペンテンまたはノルボルネンのポリマー
、ポリエチレン（非架橋でも架橋されていてもよい）、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤ
ＰＥ）、高密度・高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度・超高分子量ポリ
エチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレ
ン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、分岐低密度ポリエチレン（Ｂ
ＬＤＰＥ）。
【００３８】
ポリオレフィン、すなわち前項に例示したモノオレフィンのポリマー、好ましくはポリエ
チレンおよびポリプロピレンは異なる方法、特に以下の方法により製造され得る：
ａ）ラジカル重合（通常、高温高圧下）。
ｂ）周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂまたはＶＩＩＩ族の金属１種以上を通常含有する触媒
を用いる接触重合。これらの金属は通常１以上の配位子、典型的にはπ（パイ）－または
σ（シグマ）－配位されていてよい酸化物、ハロゲン化物、アルコレート、エステル、エ
ーテル、アミン、アルキル、アルケニルおよび／またはアリールを有する。これらの金属
錯体は遊離体であっても、または基体(substrate) 、典型的には活性化塩化マグネシウム
、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナまたは酸化ケイ素に固定されていてもよい。これらの
触媒は重合化媒体に可溶性であっても、不溶性であってもよい。触媒は重合においてそれ
自体で使用され得、またその他の活性化剤、典型的には金属アルキル、金属水素化物、金
属アルキルハロゲン化物、金属アルキル酸化物または金属アルキルオキサンが使用され得
る（上記金属は周期表のＩａ、ＩＩａおよび／またはＩＩＩａ族の元素である）。活性化
剤はその他のエステル、エーテル、アミンまたはシリルエーテル基で慣用方法により変性
されてもよい。上記触媒系は通常フィリップス、スタンダード・オイル・インディアナ、
チーグラー（－ナッタ）、ＴＮＺ（デュポン）、メタロセンまたは単一部位触媒（single
 site catalyst, SSC)と命名されている。
【００３９】
２．前項１．に記載したポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンと
の混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ，ＰＰ／Ｌ
ＤＰＥ）および異なる種類のポリエチレンの混合物（例えばＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００４０】
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３．モノオレフィンとジオレフィン相互または他のビニルモノマーとのコポリマー、例え
ばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）およびこれ
と低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテン－１コポリマー、プ
ロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテン－１コポリマー、エチレン／ヘキ
センコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテンコポリマー
、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチレン／
イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／アルキ
ルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマーおよびそれらの一酸化炭
素とのコポリマーまたはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそれらの塩類（アイオノ
マー）、並びにエチレンとプロピレンとジエン例えばヘキサジエン、ジシクロペンタジエ
ンまたはエチリデンノルボルネンとのターポリマー；および上記コポリマー相互の、およ
び項１．に記載のポリマーとの混合物、例えばポリプロピレン／エチレンプロピレンコポ
リマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－
アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互
またはランダムポリアルキレン／一酸化炭素コポリマー、およびそれらとその他のポリマ
ー例えばポリアミドとの混合物。
【００４１】
４．炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ないし９のもの）およびそれらの水素化変性体（
例えば粘着付与剤）およびポリアルキレンとデンプンとの混合物。
【００４２】
５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００４３】
６．スチレンまたはα－メチルスチレンとジエンまたはアクリル誘導体とのコポリマー、
例えばスチレン／ブタジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／アルキルメタク
リレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／ブタジエン／アル
キルメタクリレート、スチレン／無水マレイン酸、スチレン／アクリロニトリル／メチル
アクリレート；スチレンコポリマーと別のポリマー、例えばポリアクリレート、ジエンポ
リマーまたはエチレン／プロピレン／ジエンターポリマーとの高耐衝撃性混合物；および
スチレンのブロックコポリマー例えばスチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン／イソ
プレン／スチレン、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンまたはスチレン／エチレン
／プロピレン／スチレン。
【００４４】
７．スチレンまたはα－メチルスチレンのグラフトコポリマー、例えばポリブタジエンに
スチレン、ポリブタジエン－スチレンまたはポリブタジエン－アクリロニトリルコポリマ
ーにスチレン、ポリブタジエンにスチレンおよびアクリロニトリル（またはメタクリロニ
トリル）、ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリルおよびメチルメタアクリレート
、ポリブタジエンにスチレンおよび無水マレイン酸；ポリブタジエンにスチレン、アクリ
ロニトリルおよび無水マレイン酸；ポリブタジエンにスチレンおよびマレイミド；ポリブ
タジエンにスチレンおよびアルキルアクリレートまたはメタクリレート；エチレン／プロ
ピレン／ジエンターポリマーにスチレンおよびアクリロニトリル、ポリアルキルアクリレ
ートまたはポリアルキルメタクリレートにスチレンおよびアクリロニトリル、アクリレー
ト／ブタジエンコポリマーにスチレンおよびアクリロニトリル、並びにこれらと項６．に
列挙したコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ－、ＭＢＳ－、ＡＳＡ－またはＡＥＳ－ポ
リマーとして知られているコポリマー混合物。
【００４５】
８．ハロゲン含有ポリマー、例えばポリクロロプレン、塩素化ゴム、イソブチレン－イソ
プレンの塩素化および臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化またはスルホ塩素化
ポリエチレン、エチレンと塩素化エチレンとのコポリマー、エピクロロヒドリンホモ－お
よびコポリマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポ
リ塩化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン並びにこれらのコポリマー
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、例えば塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／酢酸ビニルまたは塩化ビニリデン／
酢酸ビニルコポリマー。
【００４６】
９．α，β－不飽和酸から誘導されるポリマーおよびその誘導体、例えばポリアクリレー
トおよびポリメタアクリレート；ブチルアクリレートで耐衝撃性に変性されたポリメチル
メタクリレート、ポリアクリルアミドおよびポリアクリロニトリル。
【００４７】
１０．前項９．に挙げたモノマー相互のまたは他の不飽和モノマーとのコポリマー、例え
ばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリレート
コポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレートもしくはアクリロニト
リル／ハロゲン化ビニルコポリマーまたはアクリロニトリル／アルキルメタアクリレート
／ブタジエンターポリマー。
【００４８】
１１．不飽和アルコールおよびアミンまたはそれらのアシル誘導体もしくはアセタールか
ら誘導されるポリマー、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステ
アレート、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチレート、ポ
リアリルフタレートまたはポリアリルメラミン；並びにこれらと項１．に記載したオレフ
ィンとのコポリマー。
【００４９】
１２．環状エーテルのホモポリマーおよびコポリマー、例えばポリアルキレングリコール
、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドまたはこれらとビスグリシジルエーテ
ルとのコポリマー。
【００５０】
１３．ポリアセタール、例えばポリオキシメチレンおよびエチレンオキシドをコモノマー
として含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳで変
性されたポリアセタール。
【００５１】
１４．ポリフェニレンオキシドおよびスルフィド、およびポリフェニレンオキシドとスチ
レンポリマーまたはポリアミドとの混合物。
【００５２】
１５．一方の成分としてヒドロキシ末端基を含むポリエーテル、ポリエステルまたはポリ
ブタジエンと他方の成分として脂肪族または芳香族ポリイソシアネートとから誘導された
ポリウレタン並びにその前駆体。
【００５３】
１６．ジアミンおよびジカルボン酸および／またはアミノカルボン酸または相当するラク
タムから誘導されたポリアミドおよびコポリアミド。例えばポリアミド４、ポリアミド６
、ポリアミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１
１、ポリアミド１２、ｍ－キシレン、ジアミンおよびアジピン酸から出発する芳香族ポリ
アミド；ヘキサメチレンジアミンとイソフタル酸および／またはテレフタル酸とから、変
性剤としてエラストマーを添加して、または添加せずに製造されたポリアミド、例えばポ
リ－２，４，４－トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミドまたはポリ－ｍ－フェニレ
ンイソフタルアミド；上記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオ
ノマーまたは化学結合化もしくはグラフト化エラストマーとの、またはポリエーテル、例
えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールまたはポリテトラメチレングリ
コールとのブロックコポリマー；並びにＥＰＤＭまたはＡＢＳで変性させたポリアミドま
たはコポリアミド；および加工の間に縮合したポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
【００５４】
１７．ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミドイミド、ポリエーテルイミド，ポリエステルイ
ミド，ポリヒダントインおよびポリベンズイミダゾール。
【００５５】
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１８. ジカルボン酸およびジオールおよび／またはヒドロキシカルボン酸または相当する
ラクトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレ
ンテレフタレート、ポリ－１, ４－ジメチロール－シクロヘキサンテレフタレートおよび
ポリヒドロキシベンゾエート並びにヒドロキシ末端ポリエーテルから誘導されたブロック
コポリエーテルエステル；およびポリカーボネートまたはＭＢＳで変性されたポリエステ
ル。
【００５６】
１９．ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネート。
【００５７】
２０．ポリスルホン、ポリエーテルスルホンおよびポリエーテルケトン。
【００５８】
２１．一方の成分としてアルデヒドおよび他方の成分としてフェノール、尿素およびメラ
ミンから誘導された架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素/ ホ
ルムアルデヒド樹脂およびメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００５９】
２２．乾性および不乾性アルキド樹脂。
【００６０】
２３．飽和および不飽和ジカルボン酸と多価アルコールとのコポリエステルおよび架橋剤
としてのビニル化合物から誘導された不飽和ポリエステル樹脂、および燃焼性の低いそれ
らのハロゲン含有変性物。
【００６１】
２４．置換アクリル酸エステル、例えばエポキシアクリレート、ウレタンアクリレートま
たはポリエステルアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂。
【００６２】
２５．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネー
トまたはエポキシ樹脂と架橋されたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂およびアクリレート
樹脂。
【００６３】
２６．脂肪族、環状脂肪族、複素環式または芳香族グリシジル化合物、例えば慣用の硬化
剤、例として無水物またはアミンで架橋され、促進剤を用いる、または用いないビスフェ
ノールＡまたはビスフェノールＦのジグリシジルエーテルの生成物。
【００６４】
２７．天然ポリマー、例えばセルロース、ゴム、ゼラチンおよびこれらの化学的に変性さ
せた重合同族体誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロースおよび酪酸セル
ロースまたはセルロースエーテル例えばメチルセルロース；並びにロジンおよびそれらの
誘導体。
【００６５】
２８. 前記したポリマーの混合物（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド
／ＥＰＤＭまたはＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＳ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／Ａ
ＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アク
リレート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、Ｐ
ＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６およびコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰ
Ｅ、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳまたはＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【００６６】
それ故に、本発明はまた、
Ａ）光、酸素および／または熱による損傷に感受性である有機材料、および
Ｂ）安定剤として、上記式Ｉで表される化合物および式ＩＩで表される化合物からなる混
合物
を含有する組成物に関する。
【００６７】
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本発明はまた、有機材料に安定剤として上記式Ｉで表される化合物および上記式ＩＩで表
される化合物からなる混合物を添加することからなる光、酸素および／または熱による損
傷から有機材料を安定化する方法、および有機材料を安定化するために上記式Ｉで表され
る化合物および上記式ＩＩで表される化合物からなる混合物を使用する方法に関するもの
である。
【００６８】
使用されるべき安定剤の量は安定化されるべき有機材料および安定化された材料の意図さ
れる用途に依存する。一般に、新規組成物は成分Ａ１００重量部あたり、上記安定剤（成
分Ｂ）を０．０１ないし１５重量部、特に０．０５ないし１０重量部、とりわけ０．０５
ないし５重量部含有する。
【００６９】
安定剤（成分Ｂ）はまた、上記式Ｉで表されるタイプの化合物少なくとも１種および上記
式ＩＩで表されるタイプの化合物少なくとも１種が存在すれば、３種またはそれ以上の化
合物の混合物であってもよい。新規化合物混合物の他に、新規組成物はその他の安定剤ま
たはその他の添加剤、例えば酸化防止剤、その他の光安定剤、金属不活性化剤、ホスフィ
ットまたはホスホナイトを含有し得る。それらの安定剤の例は以下のものである：
【００７０】
１．酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノールの例
２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－ジメチルフ
ェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－
４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノール、２，
６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノ－ル、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４
，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノ－ル、２，４，
６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメチルフェ
ノール、側鎖が線状でも分岐していてもよいノニルフェノール、例えば２，６－ジノニル
－４－メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデシ－１’－イル
）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’－イル）フェノ
ール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フェノールおよび
その混合物。
【００７１】
１．２．アルキルチオメチルフェノールの例
２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメ
チル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、
２，６－ジドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【００７２】
１．３．ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノンの例
２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ第三ブチルヒドロキノン、
２，５－ジ第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェ
ノール、２，６－ジ第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
アニソール、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシ
フェニル）アジペート。
【００７３】
１．４．トコフェロールの例
α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフェロールお
よびそれらの混合物（ビタミンＥ）
【００７４】
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテルの例
２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（
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４－オクチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノー
ル）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオ
ビス（３，６－ジ第二アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）ジスルフィド。
【００７５】
１．６．アルキリデンビスフェノールの例
２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレ
ンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレンビス〔４－メチ
ル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール〕、２，２’－メチレンビス（４－メ
チル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メ
チルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２
，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデン
ビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス〔６－（
α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール〕、２，２’－メチレンビス〔６－（α，
α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール〕、４，４’－メチレンビス（２，６－
ジ－第三ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフ
ェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブ
タン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メ
チルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフ
ェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル
）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコール－ビス〔３，３－ビス（３
’－第三ブチル－４’ーヒドロキシフェニル）ブチレート〕、ビス（３－第三ブチル－４
ーヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス〔２－（３’－第三ブ
チル－２’ーヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三ブチル－４－メチルフェニ
ル〕テレフタレート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタ
ン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，
２－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシル
メルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メ
チルフェニル）ペンタン。
【００７６】
１．７．Ｏ－，Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物の例
３，５，３’，５’－テトラ第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、
オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、トリ
デシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、トリス
（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－第三ブチル－３
－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５－ジ第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【００７７】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネートの例
ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロ
ネート、ジオクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル
）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス〔４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル
）フェニル〕－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネ
ート。
【００７８】
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物の例
１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－
トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
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－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【００７９】
１．１０．トリアジン化合物の例
２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシア
ニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－
ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメル
カプト－４，６－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，
５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキ
シ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロ
キシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－
トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサヒドロ－
１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロ
キシベンジル）イソシアヌレート。
【００８０】
１．１１．ベンジルホスホネートの例
ジメチル－２，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル５－第三ブチル－４
－ヒドロキシ３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【００８１】
１．１２．アシルアミノフェノールの例
４－ヒドロキシラウリン酸－アニリド、４－ヒドロキシステアリン酸－アニリド、オクチ
ルＮ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－カルバメート。
【００８２】
１．１３．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と以下
の一価または多価アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オク
タデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコー
ル、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３
－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリ
メチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビ
シクロ〔２．２．２〕オクタン。
【００８３】
１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸
と以下の一価または多価アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オク
タデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコー
ル、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３
－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリ
メチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビ
シクロ〔２．２．２〕オクタン。
【００８４】
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１．１５．β－（３，５－ジシクロシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ン酸と以下の一価または多価アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オク
タデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコー
ル、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３
－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリ
メチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビ
シクロ〔２．２．２〕オクタン。
【００８５】
１．１６．３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と以下の一価または多価
アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オク
タデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコー
ル、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、
ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒド
ロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３
－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリ
メチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビ
シクロ〔２．２．２〕オクタン。
【００８６】
１．１７．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のアミ
ドの例
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキ
サメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ルプロピオニル）トリメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン。
【００８７】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００８８】
１．１９．アミン酸化防止剤の例
Ｎ，Ｎ’－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ第二ブチル－ｐ－フ
ェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロ
ヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－
フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（
ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ第
二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、
４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－
第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オ
クチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ第三オクチルジフェニルアミン、４－ｎ
－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェ
ノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、
ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ第三ブチル－４－ジメチルアミノメチ
ルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルメ
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タン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、１，
２－ビス〔（２－メチルフェニル）アミノ〕エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プ
ロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス〔４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニ
ル〕アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－およびジアルキ
ル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化ノ
ニルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの
混合物、モノ－およびジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合
物、モノ－およびジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ
－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－およびジ
アルキル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－およびジアルキル
化第三オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ
’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６
－テトラメチル－ピペリジ－４－イル）ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６
－テトラメチル－ピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチル－ピ
ペリジン－４－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【００８９】
２．ＵＶ吸収剤および光安定剤
２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリアゾールの例
２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５
’－ジ第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－第三
ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５
’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３
’，５’－ジ第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール
、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロベ
ンゾトリアゾール、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）
ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒド
ロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５
’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾー
ル、２－（３’－第三ブチル－５’－〔２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエ
チル〕－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第
三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５
－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２
－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル
－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－〔２－（２－エチルヘキシルオキシ）カ
ルボニルエチル〕－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ドデ
シル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾールおよび２－（３’
－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）
フェニルベンゾトリアゾールの混合物、２，２’－メチレンビス〔４－（１，１，３，３
－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール〕；２－〔３’
－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル〕
－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換体；次式
：〔Ｒ－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ（ＣＨ2 ）3 －〕2 －（式中、Ｒは３’－第三ブチル－４
’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イルフェニル基を表す）で表さ
れる化合物。
【００９０】
２．２．２－ヒドロキシ－ベンゾフェノンの例
４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オクチルオキシ－、４－デシルオキシ－、４－
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ドデシルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、４，２’，４’－トリヒドロキシ－および２
’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【００９１】
２．３．置換されたおよび非置換安息香酸のエステルの例
４－第三ブチルフェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチ
レート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノー
ル、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、
２－メチル－４，６－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾエート。
【００９２】
２．４．アクリレートの例
エチルα－シアノ－β, β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シアノ－β, β
－ジフェニル－アクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチルα－シア
ノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メト
キシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－p －メトキシシンナメートおよびＮ－（
β－カルボメトキシ－β－シアノビニル) －２－メチルインドリン。
【００９３】
２．５　ニッケル化合物の例
２，２’－チオビス－〔４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル) フェノール〕のニ
ッケル錯体、例えば１：１または１：２錯体であって、所望によりｎ－ブチルアミン、ト
リエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミンのような他の配位子
を伴うもの、ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステル、例えば４－
ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のメチルもしくはエチルエステ
ルのニッケル塩、ケトキシム例えば２－ヒドロキシ－４－メチル－フェニルウンデシルケ
トキシムのニッケル錯体、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシ－ピラゾール
のニッケル錯体であって、所望により他の配位子を伴うもの。
【００９４】
２．６　立体障害性アミンの例
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－
ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、
１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリ
ジンとコハク酸との縮合生成物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１
，３，５－トリアジンとの縮合生成物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－
エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－
ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルベンジル）マロネート、３－
ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．５〕
デカン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジル）スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１
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，３，５－トリアジンとの縮合生成物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミ
ノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビ
ス（３－アミノプロピルアミノ）エタンとの縮合生成物、２－クロロ－４，６－ジ（４－
ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリ
アジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンとの縮合生成物、８－アセチ
ル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．
５〕デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキ
シ－および４－ステアロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物
、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジ
アミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの
縮合生成物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンおよび２，４，６－トリ
クロロ－１，３，５－トリアジンの縮合生成物、ならびに４－ブチルアミノ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．〔１３６５０４－９６－６〕）
；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミ
ド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシ
ンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジア
ザ－４－オキソ－スピロ〔４．５〕デカン、７，７，９，７－テトラメチル－２－シクロ
ウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ〔４．５〕デカンおよびエ
ピクロロヒドリンの反応生成物、プロピオン酸（４－メトキシフェニル）メチレン－ビス
（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）エステル、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホ
ルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチ
レンジアミン、ポリ〔メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）〕シロキサン、マレイン酸－α－オレフィンコポリマーと２，２，
６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジンまたは１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－アミノピペリジンとの反応生成物。
【００９５】
２．７．オキサミドの例
４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシオキサニリド、２，２
’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ第三ブトキサニリド、２，２’－ジドデシルオキシ
－５，５’－ジ第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ
’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－５－第三ブチル－
２’－エトキサニリドおよび該化合物と２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ第三
ブトキサニリドとの混合物、オルト－およびパラ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合
物およびｏ－およびｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【００９６】
２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンの例
２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －１，３，５－ト
リアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニ
ル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－
ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) 
－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキ
シ－４－ドデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６
－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ
－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２
，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロ
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キシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－〔４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－
ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－
３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル
）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－
４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフ
ェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス〔２－ヒ
ドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル〕－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－
フェニル－１，３，５－トリアジン。
【００９７】
３．金属不活性化剤の例
Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイルヒドラジン、Ｎ
，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ－１，２，４
－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサニリド、イソフ
タロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジ
ポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ
’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【００９８】
４．ホスフィットおよびホスホナイトの例
トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアルキルホス
フィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット、トリオ
クタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、トリス（
２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリトールジホ
スフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィッ
ト、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ第
三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４，
６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリステアリ
ルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）４，４
’－ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ
第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，３，２－ジオキサホスホシン、６－フル
オロ－２，４，８，１０－テトラ第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，
３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）メチ
ルホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィッ
ト。
【００９９】
５．ヒドロキシアミンの例
Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
オクチルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデ
シルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデ
シルヒドロキシアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシアミン、Ｎ－ヘ
プタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシアミン、水素化タロウアミンから誘導されるＮ
，Ｎ－ジアルキルヒドロキシアミン。
【０１００】
６．ニトロンの例
Ｎ－ベンジル－α－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル－α－メチル－ニトロン、Ｎ－オク
チル－α－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシル－ニトロン、Ｎ－テトラ
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デシル－α－トリデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシル－ニトロン、
Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシル
－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－
ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシル－ニトロン、水素化タロ
ウアミンから誘導されるＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシアミンから誘導されるニトロン。
【０１０１】
７．チオ相乗剤（チオシンエルジスト）の例
ジラウリルチオジプロピオネートまたはジステアリルチオジプロピオネート。
【０１０２】
８．過酸化物スカベンジャーの例
β－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウリル、ステアリル、ミリスチルまたはト
リデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール、または２－メルカプトベンズイミダ
ゾールの亜鉛塩、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛、ジオクタデシルジスルフィド、ペン
タエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１０３】
９．ポリアミド安定剤の例
ヨウ化物および／またはリン化合物と組合せた銅塩および二価マンガンの塩。
【０１０４】
１０．塩基性補助安定剤の例
メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート、尿素誘
導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のアルカリ金
属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレート、マ
グネシウムベヘネート、マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレートおよびカリ
ウムパルミテート、アンチモンピロカテコレートまたはスズピロカテコレート。
【０１０５】
１１．核剤の例
無機物質、例えばタルク、金属酸化物、例として二酸化チタンまたは酸化マグネシウム、
好ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩または硫酸塩；有機化合物、例えばモノ
－またはポリカルボン酸およびそれらの塩、例えば４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸
、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウムまたは安息香酸ナトリウム；ポリマー化合物、例
えばイオンコポリマー（「アイオノマー」）。
【０１０６】
１２．充填剤および強化剤の例
炭酸カルシウム、ケイ酸塩（シリケート）、ガラス繊維、ガラスバルブ、アスベスト、タ
ルク、カオリン、雲母（マイカ）、硫酸バリウム、金属酸化物および水酸化物、カーボン
ブラック、グラファイト、木粉およびその他の天然材料の粉末または繊維、合成繊維。
【０１０７】
１３．その他の添加剤の例
可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調整剤、光沢剤、難燃剤、
静電防止剤および発泡剤。
【０１０８】
１４．ベンゾフラノンおよびインドリノンの例
ＵＳ－Ａ－４３２５８６３号、ＵＳ－Ａ－４３３８２４４号、ＵＳ－Ａ－５１７５３１２
号、ＵＳ－Ａ－５２１６０５２号、ＵＳ－Ａ－５２５２６４３号、ＤＥ－Ａ－４３１６６
１１号、ＤＥ－Ａ－４３１６６２２号、ＤＥ－Ａ－４３１６８７６号、ＥＰ－Ａ－０５８
９８３９号またはＥＰ－Ａ－０５９１１０２号に開示された化合物または３－〔４－（２
－アセトキシエトキシ）フェニル〕－５，７－ジ第三ブチルベンゾフラン－２－オン、５
，７－ジ第三ブチル－３－〔４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル〕ベンゾ
フラン－２－オン、３，３’－ビス〔５，７－ジ第三ブチル－３－（４－〔２－ヒドロキ
シエトキシ〕－フェニル）ベンゾフラン－２－オン〕、５，７－ジ第三ブチル－３－（４
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－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチ
ルフェニル）－５，７－ジ第三ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（３，５－ジメチル
－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ第三ブチルベンゾフラン－２－オン。
【０１０９】
添加されるその他の安定剤の種類および量は安定化されるべき基材の種類および意図され
る用途により決定され、しばしば安定化されるべきポリマーに基づいて０．１ないし５重
量％が使用される。
【０１１０】
【発明の実施の形態】
成分Ａが合成有機ポリマー、特に熱可塑性ポリマー、表面コーティング、例えばペイント
（塗料）用バインダーまたは写真材料である組成物中に新規安定剤混合物が特に有利に使
用され得る。熱可塑性ポリマーの例はポリオレフィンおよび主鎖中に異原子を含むポリマ
ーである。成分Ａが窒素原子、酸素原子および／または硫黄原子、特に窒素原子または酸
素原子を主鎖中に含む熱可塑性ポリマーである組成物もまた好ましい。そのようなポリマ
ーの例は以下の種類の熱可塑性ポリマーである：
１．ポリアセタール、例えばポリオキシメチレン、およびコモノマー、例としてエチレン
オキシドを含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳ
で変性されたポリアセタール。
２．ポリフェニレンオキシドおよびスルフィド、およびそれとスチレンポリマーまたはポ
リアミドとの混合物。
３．例えば、ジアミンおよびジカルボン酸および／またはアミノカルボン酸または相当す
るラクタムから誘導されたポリアミドおよびコポリアミド。例えばナイロン４、ナイロン
６、ナイロン６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、ナイロン１１、ナイロン１
２、ｍ－キシレン、ジアミンおよびアジピン酸から誘導される芳香族ポリアミド；ヘキサ
メチレンジアミンとイソフタル酸および／またはテレフタル酸とから、所望するならば変
性剤としてエラストマーを添加して製造されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－ト
リメチルヘキサメチレンテレフタルアミド、ポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド；上
記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマーまたは化学結合化
もしくはグラフト化エラストマーとの、またはポリエーテル、例えばポリエチレングリコ
ール、ポリプロピレングリコールまたはポリテトラメチレングリコールとのブロックコポ
リマー；さらにＥＰＤＭまたはＡＢＳで変性させたポリアミドまたはコポリアミド；およ
び加工の間に縮合したポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
４．ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミドイミドおよびポリベンズイミダゾール。５. 例え
ば、ジカルボン酸およびジオールおよび／またはヒドロキシカルボン酸または相当するラ
クトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレン
テレフタレート、ポリ－１, ４－ジメチロール－シクロヘキサンテレフタレート、ポリヒ
ドロキシベンゾエートおよびヒドロキシ末端基を含むポリエーテルから誘導されたブロッ
クコポリエーテルエステル；さらにポリカーボネートまたはＭＢＳで変性されたポリエス
テル。
６．ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネート、特に芳香族ポリカーボネート、
例えば２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンまたは１，１－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）シクロヘキサンをベースとしたもの。
７．ポリスルホン、ポリエーテルスルホンおよびポリエーテルケトン、特にこの類からの
芳香族ポリマー。
８. 前記したポリマー相互の、またはその他のポリマー、例えば耐衝撃性改良剤としての
ポリオレフィン、ポリアクリレート、ポリジエンまたはその他のエラストマーとの混合物
（ポリブレンド）。
【０１１１】
これらの中で、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリアミド、ポリアセタール、ポリフ
ェニレンオキシドおよびポリフェニレンスルフィドが好ましく、特にポリカーボネートが
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好ましい。これらは、構成要素の反復単位が次式：
【化１２】

（式中、Ａは２価のフェノール性基を表す）で表されるポリマーを特に意味すると解釈さ
れる。Ａの例は特にＵＳ－Ａ－４９６０８６３号およびＤＥ－Ａ－３９２２４９６号にお
いて言及されている。Ａは例えばヒドロキノン、レゾルシノールから、最も広い意味でジ
ヒドロキシビフェニルまたはビスフェノールから、例えばビス（ヒドロキシフェニル）ア
ルカン、－シクロアルカン、スルフィド、エーテル、ケトン、スルホン、スルホキシド、
α，α’－ビス（ヒドロキシフェニル）ジイソプロピルベンゼン、例として化合物２，２
－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、
１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサンから、または次式：
【化１３】
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で表される化合物から誘導され得る。
【０１１２】
成分（Ａ）のポリマーは線状でも分岐していてもよい。これらのポリマーの成形は比較的
高温で行われ、例えばポリカーボネートは２２０－２３０℃で射出成形される。これらの
温度において、多くの慣用の光安定剤および酸化防止剤は不安定であり、そして分解を始
める。しかしながら、上記新規トリアジン誘導体は非常に熱に安定であり、そしてそのた
めに、上記ポリマーの安定化には特に適している。
成分（Ａ）がポリオレフィン、例えばポリエチレンまたはポリプロピレンである組成物も
また興味深い。
【０１１３】
有機材料、例えば合成有機ポリマー、特に熱可塑性ポリマーへの混入は、この分野では慣
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用の方法により、新規混合物およびあらゆるその他の添加剤の添加により行われ得る。混
入は、粉末成分の混合により、もしくはポリマーのメルトまたは溶液への安定剤の添加に
より、またはポリマーへの溶解もしくは分散化合物の塗布により、必要ならば溶媒を引続
き蒸発させることにより、成形前または成形中に行われるのが有利である。エラストマー
の場合、これらはラテックスとして安定化され得る。新規混合物のポリマーへの混入のそ
の他の方法は対応するモノマーの重合前もしくは重合中に、または架橋前にそれらを添加
することからなる。
【０１１４】
新規混合物はまた、上記化合物を例えば２．５ないし２５重量％の濃度で含有するマスタ
ーバッチの形態で安定化されるべきプラスチックに添加されてもよい。
【０１１５】
新規混合物の混入は以下の方法により行われのが好都合であり得る：
－エマルジョンまたは分散液として（例えばラテックスまたはエマルジョンポリマーに）
－追加の成分またはポリマー混合物の混合の間のドライミックスとして
－加工装置（例えば押出機、内部ミキサー等）への直接添加により
－溶液またはメルトとして。
【０１１６】
このようにして得られた安定化ポリマー組成物は成形品、例えば繊維、フィルム、テープ
、シート、サンドイッチボート、コンテナ（容器）、パイプおよびその他の形材に慣用の
方法、例えばホットプレス、スピニング、押出または射出成形により変換され得る。
本発明はそれ故に、成形品の製造のために新規ポリマー組成物を使用する方法に関する。
【０１１７】
多層系における使用もまた興味深い。この場合、新規安定剤を比較的高含量で、例えば５
－１５重量％有する新規ポリマー組成物は、式Ｉの安定剤をわずかに含むか、または全く
含まないポリマーから製造された成形品に薄いフィルム（１０－１００μｍ）に適用され
る。この適用は物品の成形と同時に、例えば共押出により行われ得る。しかしながら、適
用はすでに成形された物品に、例えばフィルムの積層または溶液でのコーティングにより
行われ得る。最終的な物品の外層はＵＶ線から物品の内部を保護するＵＶフィルターの機
能を有する。外層は式Ｉの少なくとも１種の化合物および式ＩＩの少なくとも１種の化合
物を好ましくは５－１５重量％、特に５－１０重量％含有する。
【０１１８】
このようにして安定化されたポリマーは高い耐候性、特にＵＶ線に対する高い耐性により
区別される。このことは、それらが屋外で延長された期間使用される場合でさえも、それ
らが機械的特性および色および光沢を保持することを可能にする。
【０１１９】
同様に、コーティング、例えばペイントのための安定剤としての式Ｉおよび式ＩＩで表さ
れる化合物からなる新規混合物の使用が特に興味深い。それ故に、本発明はまた、成分Ａ
がコーティングのためのフィルム形成バインダーである組成物に関する。
新規コーティング組成物は好ましくは、固体バインダーＡ１００重量部あたり、Ｂを０．
０１－１０重量部、特に０．０５－１０重量部、とりわけ０．１－５重量部含有する。
外層中の新規安定剤混合物（成分Ｂ）の濃度がより高く、例えば固体バインダーＡ１００
重量部あたりＢ　１ないし１５重量部、特に３－１０重量部であり得る多層系もまた可能
である。
【０１２０】
コーティングにおける新規混合物の使用は、剥がれ、すなわち基材からコーティングの剥
離が防止されるという、さらなる利点を有する。この利点は特に金属基材への多層系の場
合を包含する、金属基材の場合において特に重要である。
【０１２１】
基本的にバインダー（成分Ａ）は業界で慣用であるあらゆるバインダー、例えば工業化学
のウルマンの百科事典，第５版，Ａ１８巻，３６８－４２６頁，ＶＣＨ，ウイーンハイム
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，１９９１年に記載のものであってよい。一般的に、これは熱可塑性樹脂または熱硬化性
樹脂をベースとする、主として熱硬化性樹脂をベースとするフィルム形成性バインダーで
ある。その例はアルキド、アクリル、ポリエステル、フェノール、メラミン、エポキシお
よびポリウレタン樹脂およびその混合物である。
【０１２２】
成分Ａは常温硬化性または加熱硬化性バインダーであってよく、硬化触媒を添加すること
が有利であり得る。バインダーの硬化を促進する適当な触媒は、例えば工業化学のウルマ
ンの百科事典，第５版，Ａ１８巻，４６９頁，ＶＣＨ，ウイーンハイム，１９９１年に記
載されている。
成分Ａが官能性アクリレート樹脂および架橋剤からなるバインダーであるコーティング組
成物が好ましい。
【０１２３】
特定のバインダーを含有するコーティング組成物の例は以下のとおりである：
１．所望により硬化触媒を添加した、常温または熱架橋性アルキド、アクリレート、ポリ
エステル、エポキシおよびメラミン樹脂、または上記樹脂の混合物をベースとするペイン
ト；
２．ヒドロキシル基含有アクリレート、ポリエステルまたはポリエーテル樹脂および脂肪
族または芳香族イソシアネート、イソシアヌレートまたはポリイソシアヌレートをベース
とする２成分ポリウレタンペイント；
３．焼付の間に脱ブロックされるブロックトイソシアネート、イソシアヌレートまたはポ
リイソシアヌレートをベースとする１成分ポリウレタンペイント；
４．（ポリ）ケチミンおよび脂肪族または芳香族イソシアネート、イソシアヌレートまた
はポリイソシアヌレートをベースとする２成分ペイント；
５．（ポリ）ケチミンおよび不飽和アクリレート樹脂またはポリアセトアセテートまたは
メタクリルアミドグリコレートメチルエステルをベースとする２成分ペイント；
６．カルボキシル基またはアミノ基含有ポリアクリレートおよびポリエポキシドをベース
とする２成分ペイント；
７．無水物含有アクリレート樹脂およびポリヒドロキシルまたはポリアミノ成分をベース
とする２成分ペイント；
８．アクリレート含有無水物およびポリエポキシドをベースとする２成分ペイント；
９．（ポリ）オキサゾリンおよび無水物含有アクリレート樹脂または不飽和アクリレート
樹脂または脂肪族もしくは芳香族イソシアネート、イソシアヌレートまたはポリイソシア
ネートをベースとする２成分ペイント；
１０．不飽和ポリアクリレートおよびポリマロネートをベースとする２成分ペイント；
１１．エーテル化メラミン樹脂と組み合わせた熱可塑性アクリレート樹脂または外部架橋
性アクリレート樹脂をベースとする熱可塑性ポリアクリレートペイント；
１２．シロキサン変性またはフッ素変性アクリレート樹脂をベースとするペイント系。
【０１２４】
成分ＡおよびＢの他に、新規コーティング組成物は好ましくは成分Ｃとして立体障害性ア
ミンおよび／または２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールタイプの光安定
剤、例えば上記リストの項２．１および２．６に挙げられているものを含有する。
【０１２５】
最高の光安定度を達成するために、上記リストの項２．６に挙げられているような立体障
害性アミンを添加することが特に興味深い。それ故に、本発明はまた、成分ＡおよびＢの
他に成分Ｃとして立体障害性アミンタイプの光安定剤を含有するコーティング組成物に関
する。
【０１２６】
これは少なくとも１つの次式：
【化１４】
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（式中、Ｒは水素原子またはメチル基、特に水素原子を表す）で表される基を含有する２
，２，６，６－テトラアルキルピペリジン誘導体であることが好ましい。
成分Ｃは固体バインダー１００重量部あたり０．０５－５重量部の量で使用されるのが好
ましい。
【０１２７】
成分Ｃとして使用され得るテトラアルキルピペリジン誘導体の例はＥＰ－Ａ－３５６６７
７号，第３－１７頁，項ａ）ないしｆ）に挙げられている。このＥＰ－Ａの上記部分は本
明細書の記載の一部として見なされる。以下のテトラアルキルピペリジン誘導体を使用す
ることが特に好都合である：
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート、
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブチル（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバ
ケート、
テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３，４
－テトラカルボキシレート、
テトラ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３
，４－テトラカルボキシレート、
２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソジスピロ
〔５．１．１１．２〕ヘンエイコサン、
８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルス
ピロ〔４．５〕デカン－２，４－ジオン、または
下記式で表される化合物：
【化１５】
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【化１６】

【化１７】
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【０１２８】
成分Ａ、Ｂそして使用されるならばＣに加え、コーティング組成物はその他の成分、例え
ば溶媒、顔料、染料、可塑剤、安定剤、チオキソトロープ剤、乾燥触媒および／または流
れ調整剤を含有してもよい。可能な成分の例は工業化学のウルマンの百科事典，第５版，
Ａ１８巻，４２９－４７１頁，ＶＣＨ，ウイーンハイム，１９９１年に記載されているも
のである。
【０１２９】
可能な乾燥触媒または硬化触媒は例えば有機金属化合物、アミン、アミノ基含有樹脂およ
び／またはホスフィンである。有機金属化合物の例は金属カルボキシレート、特に金属Ｐ
ｂ，Ｍｎ，Ｃｏ，Ｚｎ，ＺｒおよびＣｕのもの、または金属キレート、特に金属Ａｌ，Ｔ
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ｉおよびＺｒのもの、または有機金属化合物、例えば有機スズ化合物である。
金属カルボキシレートの例はＰｂ，ＭｎおよびＺｎのステアリン酸塩、Ｃｏ，Ｚｎおよび
Ｃｕのオクタン酸塩、ＭｎおよびＣｏのナフテン酸塩および対応するリノール酸塩、樹脂
酸塩およびタル油酸塩である。
金属キレートの例はアセチルアセトン、エチルアセチルアセトン、サリチルアルデヒド、
サリチルアルドキシム、ｏ－ヒドロキシアセトフェノンおよびエチルトリフルオロアセチ
ルアセテートのアルミニウム、チタンおよびジルコニウムキレート、および上記金属のア
ルコキシドである。
有機スズ化合物の例はジブチルスズオキシド、ジブチルスズジラウレートおよびジブチル
スズジオクタノエートである。
【０１３０】
アミンの例は特に第三アミン、例えばトリブチルアミン、トリエタノールアミン、Ｎ－メ
チルジエタノールアミン、Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－エチルモルホリン、Ｎ－
メチルモルホリンおよびジアザビシクロオクタン（トリエチレンジアミン）およびそれら
の塩である。その他の例は第四アンモニウム塩、例えばトリエチルベンジルアンモニウム
クロリドである。
アミノ基含有樹脂は同時にバインダーおよび硬化触媒である。それらの例はアミノ基含有
アクリレートコポリマーである。
硬化触媒はまた、ホスフィン例えばトリフェニルホスフィンであってよい。
【０１３１】
新規コーティング組成物はまた放射線硬化性であってよい。この場合、実質的にバインダ
ーは、適用の後、化学線（ＵＶ輻射または電子線等）により硬化される、すなわち架橋さ
れた高分子量形態に変換されるエチレン性不飽和結合を含有するモノマーまたはオリゴマ
ー化合物からなる。対応する系は上記刊行物、工業化学のウルマンの百科事典，第５版，
Ａ１８巻，４５１－４５３頁，ＶＣＨ，ウイーンハイム，１９９１年に記載されている。
放射線硬化性組成物において、新規安定剤混合物はまた、立体障害性アミンを添加せずに
使用され得る。
【０１３２】
新規コーティング組成物は所望の基材、例えば金属、木材、プラスチックまたはセラミッ
ク材料に適用され得る。それらは好ましくは自動車の塗装におけるトップコートとして使
用される。トップコートは２層からなり、その下層は顔料が配合され、そして上層は顔料
が配合されていないならば、新規コーティング組成物は上層もしくは下層または両方の層
に使用され得るが、好ましくは上層に使用され得る。
新規コーティング組成物は所望の基材に慣用の方法、例えばハケ塗り、スプレー、流し込
み、浸漬または電気泳動により適用され得る。工業化学のウルマンの百科事典，第５版，
Ａ１８巻，４９１－５００頁もまた参照。
コーティングの硬化はバインダー系に応じて室温で、または加温により行われ得る。コー
ティングは好ましくは５０－１５０℃で、粉末コーティングはまた、より高温で硬化され
る。
本発明によって得られるコーティングは光、酸素および熱の有害作用に対して優れた耐性
を有し、このようにして得られるコーティング、例えばペイントの良好な耐光性および耐
候性は特に言及されるべきである。
【０１３３】
本発明はそれ故に、式ＩおよびＩＩで表される化合物からなる新規混合物の混入により光
、酸素および熱の有害作用に対して安定化されたコーティング、特にペイントに関するも
のである。ペイントは好ましくは自動車用トップコートである。さらに、本発明は、上記
式Ｉで表される化合物および上記式ＩＩで表される化合物からなる混合物をコーティング
組成物と混合することからなる光、酸素および／または熱による損傷から有機ポリマーを
ベースとするコーティングを安定化する方法、および光、酸素および／または熱による損
傷からの安定剤として上記式Ｉおよび式ＩＩで表される化合物からなる混合物をコーティ
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【０１３４】
コーティング組成物はバインダーが可溶性である有機溶媒または溶媒混合物を含有し得る
。しかしながら、コーティング組成物はまた、水溶性溶液または分散液であってよい。ビ
ヒクルはまた、有機溶媒と水の混合物であってよい。コーティング組成物はまた、ハイソ
リッドペイントであってもよく、また溶媒を含有しなくてもよい（粉末ペイント）。
顔料は無機、有機または金属顔料であってよい。新規コーティング組成物は好ましくは顔
料を含まず、そしてクリアコートとして使用される。
自動車産業における適用のためのトップコートとして、特に仕上げの顔料配合または顔料
非配合トップコートとしてのコーティング組成物の使用が同様に好ましい。しかしながら
、下層への使用もまた可能である。
【０１３５】
【実施例】
以下の実施例は本発明をより詳細に記載するが、これらは本発明を限定しない。実施例に
おいて、％および部は重量に基づき、室温は２０－２５℃の範囲の温度を意味するもので
ある。これらの定義は特記しない限り、各々の場合に当てはまる。
【０１３６】
以下の化合物は式Ｉで表される個々の化合物の例である（各場合における接頭辞ｎは直鎖
の基を意味する）：
【表１】
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【表２】
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【表３】
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【０１３８】
【表４】
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【０１３９】
【表５】
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【表６】
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以下の化合物は式ＩＩで表される個々の化合物の例である：
【表７】
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【０１４２】
【表８】
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【０１４３】
【表９】
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【０１４４】
【表１０】

【０１４５】
【表１１】
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【０１４６】
式ＩおよびＩＩで表される化合物の混合物の製造
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【化１９】

化合物Ｉ：２，４－ジメシチル－６－〔２－ヒドロキシ－４－（３－ｎ－ブトキシ－２－
ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル〕－１，３，５－トリアジン
化合物ＩＩ：２－メシチル－４，６－ビス〔２－ヒドロキシ－４－（３－ｎ－ブトキシ－
２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル〕－１，３，５－トリアジン
【０１４７】
攪拌しながら、そして窒素雰囲気下、クロロベンゼン５０ｍｌ中の塩化シアヌル９．２ｇ
（５０ミリモル）およびＡｌＣｌ3 １３．３ｇ（１００ミリモル）の１００℃の溶液にメ
シチレン４．８ｇ（４０ミリモル）を４時間かけて滴下して添加する。次に、スルホラン
５０ｍｌおよびレゾルシノール１１ｇ（１００ミリモル）を添加し、そして反応混合物を
８０℃で６時間攪拌する。室温まで冷却した後、反応混合物を氷、水およびメタノールの
混合物に注ぐ。固体を濾過し、１Ｎ塩化水素溶液中に懸濁し、７０℃で２時間攪拌し、そ
して再び濾過する。固体を８０℃／１００ｍｍで２４時間乾燥させると、黄色固体１１．
１ｇが得られる。
メシチレン５０ｍｌ中の上記生成物、ｎ－ブチルグリシジルエーテル７．７ｇ（５８ミリ
モル）およびエチル－トリフェニル－ホスホニウムブロミド０．８２ｇ（２ミリモル）の
溶液を攪拌しながら１４時間１４０℃に加熱する。室温まで冷却後、反応混合物をデカン
テーションし、濃縮する。
【０１４８】
混合物は上記化合物をキシレン中に溶解することにより第Ａ表に示されるようにして製造
される。
第Ａ表：式Ｉで表される化合物および式ＩＩで表される化合物のキシレン中の混合物；量
は重量部（ｐｂｗ）
【表１２】
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使用実施例
１．２コート金属仕上げの光沢保持
新規安定剤混合物は以下の組成を有するクリアコートにおいて試験される：

１）アクリレート樹脂，ヘキストＡＧ；キシレン／ブタノール２６：９中の６５％溶液
２）アクリレート樹脂，ヘキストＡＧ；ソルベッソ１００4)中の７５％溶液
３）メラミン樹脂，ヘキストＡＧ；イソブタノール中の５５％溶液
４）芳香族炭化水素混合物，沸点範囲１８２－２０３℃（ソルベッソ１５０）または１６
１－１７８℃（ソルベッソ１００）；製造業者：エッソ
５）脂肪族炭化水素混合物，沸点範囲１４５－２００℃；製造業者：シェル
６）ソルベッソ１５０4)中１％；製造業者：バイエルＡＧ
【０１５０】
ワニスの固体含量に基づき、試験されるべき混合物１．５％をキシレン５－１０ｇ中の溶
液としてコーティング組成物に混合する。
新規混合物の他に、次式：
【化２０】
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で表される化合物（化合物Ａ）をコーティング組成物の固体含量に基づいて０．５％を含
有するいくつかのその他のワニス試料が製造される。対照は光安定剤を含有しないワニス
である。
【０１５１】
ソルベッソ１００を用いてワニスをスプレー可能な濃度まで薄め、そして準備したアルミ
ニウムシート（コイルコート，フィラー，淡青色金属ベースコート）上にスプレーし、そ
して１３０℃で３０分間焼付を行うと、ワニスの４０－５０μｍの乾燥フィルム厚さが得
られる。
次いで試料はアトラス・ウブコン（Atlas UVCON,登録商標）耐候装置（ＵＶＢ－３１３ラ
ンプ）において７０℃で８時間のＵＶ照射および５０℃で４時間の結露のサイクルで耐候
試験が行われる。その他の試料は屋外曝露に供される。
試料の表面光沢（ＤＩＮ６７５３０に規定される２０°光沢）が一定の時間毎に測定され
る。結果を下の第１表に示す。
【０１５２】
第１表：ＵＶＣＯＮ耐候性試験の後のＤＩＮ６７５３０に規定される２０°光沢
【表１３】
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本発明に従って安定化された試料は安定化されていない対照試料に比べ、より良好な耐候
安定度（光沢保持，亀裂抵抗）を有する。
【０１５４】
２．耐候性試験の間のＵＶ吸収の損失
上記１．に記載したクリアコートを準備したガラスプレート上にスプレーし、そして１３
０℃で３０分間焼付ける。乾燥フィルムの厚さが２０μｍのコーティングが得られる。
次いで試料はアトラス・ウブコン（Atlas UVCON,登録商標）耐候装置（ＵＶＢ－３１３ラ
ンプ）において７０℃で８時間のＵＶ照射および５０℃で４時間の結露のサイクルで耐候
試験が行われる。２０００時間の耐候性試験の前後に、ＵＶ吸収の損失がＵＶ／ＶＩＳ分
光計（パーキン－エルマー，ラムダ５；長波長最大での吸収の変更）を用いて測定される
。結果を下の第２表に示す。
【０１５５】
第２表：２０００時間のＵＶＣＯＮ耐候性試験の後のＵＶ吸収の損失

【０１５６】
第２表における結果から、ＵＶ吸収の損失は、新規混合物が使用された場合に、顕著に低
下され得ることが明らかである。
【表１４】
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